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産業技術大学院大学は、創立以来第６回目となる「2013 産業技術大学院大学 PBL プロジェクト 

成果発表会」を東京国際フォーラムで開催します。 

『PBL＝Project Based Learning（プロジェクトを完成させる過程を通じたチーム学修）』とは、

本学が IT 分野やイノベーションデザイン分野で、即戦力として活躍できる人材の育成を目指して

取り入れている教育手法のことです。毎年１回、最終成果発表会として一般の方をはじめ産業界・

教育界等からの来場者 200 人以上を前に学生によるプレゼンテーションを行います。 

今年度は、『脳波によって音楽体験を創造する製品＆サービス「感性選曲」』、『ロボットを利

用したバーチャルキャンパス体験サービス』、といった IT やイノベーションデザインに関する計

20 テーマ（詳細別紙参照）の発表を行います。この発表会を通じて、PBL 型教育から生まれた明

日のシーズを産業界に提供いたします。専門職大学院ならではの先端的な取組成果をご覧いただく

ことができます。ぜひ御来場ください。 

 

○ 開催概要 

  ◆開催日時 平成 25 年 2 月 10 日（日）9 時 30 分～18 時 15 分  

  ◆開催場所 東京国際フォーラム ホール B5（千代田区丸の内 3-5-1） 

     【事前申込不要、入退場自由、入場無料】 

  ◆発表方法 発表会場では、情報アーキテクチャ専攻 9 チームと創造技術専攻 11 チームの学生が、 

それぞれの PBL の成果について、30 分間にわたり、プレゼンテーションを行うとと 

もに、御来場の皆様と質疑応答を行います。また、発表会場のほか、ロビーではパネル 

展示を行い、学生や担当教員が御来場いただいた皆様に直接説明を行います。 

＜昨年度の発表会及びパネル展示の様子＞ 

   

      

                                     

２０１３ 産業技術大学院大学 ＰＢＬプロジェクト成果発表会の開催 

2月 10日（日） 9時 30分～ 於：東京国際フォーラム ホール B5 

―明日のＩＴ、イノベーションデザインのシーズを発表― 

【問合せ先】 産業技術大学院大学管理部管理課 

電話 03－3472－7834  Fax 03－3472－2790 



 

 

 

【 開 催 日 時 】平成 25 年 2 月 10 日（日）9 時 30 分～18 時 15 分 

【 開 催 場 所 】東京国際フォーラム ホール B5（千代田区丸の内 3-5-1） 

【情報アーキテクチャ専攻テーマ一覧】 【創造技術専攻テーマ一覧】 

嶋田 PT※ 
SNS 画像投稿時のプライバシー侵害
要因の類型化とサービス検討 

吉田 PT 
産業の特性を理解する手法の開発 
～真空産業の特性の把握～ 

秋口 PT 
次世代GUIプラットフォームJavaFX
のフレームワーク開発 

川田 PT 
レジリアントな生活を志向する「もち
つもたれつサービス」の提案 

成田 PT 
NUI を利用したオンラインドキュメン
トサービスの提案 

村越 PT ライフデザイン支援ツールの開発 

瀬戸 PT 
プライバシー影響評価の医療分野への
適用と実施環境整備 

管野 PT 
小型ポンプの開発と幅広い分野での活
用の提案 

戸沢 PT 情報戦略と業務改革（BPR）提案 舘野 PT 
生活をアクティブにする歩行・走行支
援ツールの提案と開発 

小山 PT※ 
企画から公開・普及までの効率的ソフ
トウェア開発の実践 

越水 PT※ 
脳波によって音楽体験を創造する製品
＆サービス「感性選曲」 

中鉢 PT 
スクラム型ソフトウェア開発のマネジ
メント方法論と教育 

橋本 PT 
未来日中―克服文化和語言的差異―国
際技術移転の在り方とは？ 

加藤 PT※ 
ロボットを利用したバーチャルキャン
パス体験サービス 

福田 PT※ 
未来都市における次世代型飛行船 
2030 

酒森 PT 
模擬プロジェクトの実践と事例研究に
よる PM コンピテンシー獲得 

國澤 PT※ 
地域活性化に繋がる商店街のためのデ
ザインソリューションの開発 

  
小山 PT 

２０２５年を想定した情報カプセル型
パーソナルモビリティの提案 

  
前田 PT APEN モデル HiPES のアジア展開 

【以下、代表例として上記一覧の※プロジェクトチームの取組概要】 
 

                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別 紙 

2013 産業技術大学院大学 PBL プロジェクト成果発表会 プログラム 

加藤 PT【情報アーキテクチャ専攻】 

「ロボットを利用したバーチャルキャンパス体

験サービス」 

 

近年、クラウド環境を利用した多くのロボット

サービスプラットフォームが提案されるように

なってきた。このような背景の下、我々は、遠

隔地の構内に設置したロボットをインターネッ

ト経由で操作することにより利用者が仮想的に

オープンキャンパスを体験できる、Remote 

Open Campus System（ROCS）を提案する。

ROCSは、ロールプレイングゲームの知見を利

用することにより、仮想化サービスと実世界の

融合を実現する。 

 

越水 PT【創造技術専攻】 

「脳波によって音楽体験を創造する製品＆サー

ビス「感性選曲」」 

 

本プロジェクトでは、脳波を利用した新しい音楽

体験をデザインした。音楽を聴いたときの脳波の

情報を楽曲と関連付けて格納し「脳内音楽マッ

プ」を作成する。これをもとにユーザーの脳波傾

向に応じて楽曲が自動選曲される。これらは「感

性選曲」と呼ばれるスマホアプリで実現される。

このシステムで「選曲により高い心理的効果を得

る」といった顧客価値を提供したい。また、脳波

ヘッドセットをデザインし、アプリと組み合わせ

たビジネスモデルも構想している。 



 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋田 PT【情報アーキテクチャ専攻】 

「SNS 画像投稿時のプライバシー侵害要因の

類型化とサービス検討」 

 

スマートフォンを使って写真を SNS に投稿す

る人が多くなっているが、勝手な写真投稿によ

り不快を感じている問題が頻繁に起きている。

その問題を把握するためにアンケート調査を

行い、顔写真の他に行動時間や場所もプライバ

シー侵害の原因となることが分かった。その原

因をより具体的に分析するため大量の SNS 写

真投稿記事の分析を行い、プライバシー侵害の

原因の分類を行った。これらを考慮して、写真

を投稿する際にそのプライバシー侵害を予測

するサービスを提案した。 

國澤 PT【創造技術専攻】 

「地域活性化に繋がる商店街のためのデザイ

ンソリューションの開発」 

 

「港区デザイン資源活用事業」の一環として、

港区の産業振興課・芝商店会と協働し、デザ

イン力を活用した商店街の活性化と街づくり

支援策を検証し、住民、商店街、企業、行政

が連携した地域コミュニティーの形成のため

のデザインソリューションを開発する。 

 

1．商店街の見える化による利用者との関係

再構築の実証実験 

2．商店街と周辺企業が連携して取り組む地

域防災対策の提案 

小山 PT【情報アーキテクチャ専攻】 

「企画から公開・普及までの効率的ソフトウェ

ア開発の実践」 

 

本 PT の目標は、企画から運用・普及までソフ

トウェア開発のすべての工程を繰り返して経

験することで、メンバー各自がプログラミング

からデザイン・戦略等のスキルを修得すると同

時に、小規模プロジェクトで効率的にソフトウ

ェアを開発する手法を修得することにある。本

年度は、新規事業の立ち上げを想定し、スポー

ツ大会の管理を行う Web サイト、iPhone な

どの iOS 端末向けソーシャルパズル、

Bluetooth を利用したソフトウェア等の開発

を行った。 

福田 PT【創造技術専攻】 

「未来都市における次世代型飛行船 2030」 

 

2030 年、移動は単なる手段ではなく、移動

時間そのものを楽しむことができるようにな

る。このような時間充実を促す渡洋のための

動態として、100年前に世界中を飛び回って

いた飛行船に着目した。本プロジェクトでは、

エコデザインの観点からも有用な次世代型飛

行船を提案する。飛行機よりもゆったりと寛

ぎながら船より速く世界中を自由自在に旅す

る。船内• 船外の人々とふれあう飛行船が、“ふ

れあいに満ちあふれた社会”を促す動態のひ

とつとなることを願う。 



 

 

 

 

 

産業技術大学院大学について 

公立大学法人首都大学東京が設置する公立の専門職大学院で、情報分野のスー

パープレーヤーである「情報アーキテクト」を育成する「情報アーキテクチャ専

攻」と感性と機能の統合デザイナーとしてイノベーションをもたらす「ものづくり

アーキテクト」を育成する「創造技術専攻」の二つの専攻があります。 

通常の大学院が研究者の育成を目的としているのに対して、本学では、高度な専

門知識と体系化された技術ノウハウを活用して、新たな価値を創造し、産業の活性

化に資する意欲と卓抜した業務遂行能力を持つ「高度専門技術者」の養成を目的

としています。このため、社会人の学生が多い特徴があり、授業も平日夜間・土

曜昼間開講となっています。 

また、社会人など多様な経歴を持つ学生がライフスタイルに合わせた学修ができ

るように、クォータ制（４学期制）、講義支援システム（全ての講義がビデオ録画

され、遠隔からの視聴等が可能。また、修了後 10 年間、講義の映像をインター

ネット経由で無料視聴できる）、長期履修制度、AIIT 単位バンク制度等の各種制度

を導入しています。 

産業技術大学院大学ＰＢＬの画期的なポイント 

 

１）複数の学生が協力するチーム学修（５名程のグループに３名程の指導教員） 

２）明確な目標を掲げて１つのプロジェクトを完成させる過程を通じた学修 

３）机上の空論ではなく、産業界等の実社会を想定した地に足のついたテーマ選び 

 

学生がチームとなって、プロジェクトを完成させていくことを通じて、真に役立

つスキルやノウハウを身につけることができる、従来型の教育手法とは異なる画期

的な教育手法です。  

 

本学では、ＰＢＬの実施に当たって、専門職大学院に相応しい、より最新かつ実

践的な教育内容とするため、産業界等の有識者を構成員とするＰＢＬ検討部会を開

催し、産業界の生の声を取り入れています。  

 

ＰＢＬは我が国において、教育実践例が未だ十分積み上がっていない教育手法で

あり、本学がＰＢＬ開発の先駆者としての役割を担うことが期待されています。 


